
森

博

達

氏
の

日

本

書

紀
α

群

原

音

依

拠

説

に
つ

い

て
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森
博
達
氏
と
は
か
ね
て
相
識の
間
柄で
あ
り 、
同
氏の
す
ぐ
れ
た
資
質に
対

し
日
頃
敬
意
を
抱
く
者で
あ
る 。
し
か
し
な
が
ら
同
氏
が
数
年
来
熱心に
主
張

す
る
と乙
ろの 、
氏
の
い
わ
ゆ
る
『日
本
書
紀』
α
群
諸
巻
の
歌
謡を
表
記

す
る
に
用い
ら
れ
た
音
仮
名
が
日
本
漢
字
音
を
媒
介と
せ
ず
直
接漢
字
原
音に

注l

基い
て
選
ば
れて
い
る
との
見
方
(以
下
「原
音
依
拠
説」
又
は
「原
音
説」

と
呼ぶ)
に
対し
て
は
懐疑的
な
意
見を
も
た
ざる
を
得
ず 、
かつ
て
私
信に・

そ
の一
端
を
述べ
たと
と
も
あっ
た 。
最
近
森
氏
は
「
漢
字
音よ
り
観
た
上
代

日
本
語の
母
音
組
織」
(国
語
学
士
工ハ
瞬 、
一
九
八一
年
九
月 、
以
下
森一

九
八一
d
と
称
す)
で
「
原
音
依
拠
説」
の
要
点
を
再
述
し 、
進
ん
で
その
立

場
か
ら
上
代
白
木
語の
母
音の
音
価と
音
韻
論
的
解
釈の
問
題につ
き
論じ
た

が 、
私の
気
持に
は
依
然
変
り
が
ない 。
そと
でと
の
際 、
主と
し
て乙
の
近

作に
即し
な
が
ら
「
原
音
依
拠
説」
に
対
す
る
私の
疑
問を
申
述べ
て
森
氏の

指
教
を
侠ち 、
かつ
は
大
方の
参
考に
供
し
た
く

思
う 。
な
お
森
氏
と
は
先日

東洋
大
学で
催
さ
れ
た
中
国
語
学
会
全
国
大
会
(八一
年
十一
月)
の
際に
面

陪の
機
会が
あ
り 、
私の
疑
問
点
を
若
干
挙
げ
て
森
氏の
意
見を
伺っ
たの
で

あ
る
が 、
短
か
い
時
間で
あっ
た
た
め
互い
に
充
分
自己の
見
方を
開
陳で
き

平

久

雄

山

な
かっ
た 。
し
か
し
森
氏
が
「
原
音
説」
に
極
め
て
固い
自
信を
もっ
ζ
と
を

今
更につ
よ
く
感
じ
た
次
第で
あ
る 。

森
氏の
諸論
文を
は
じ
め
本
稿
で
使
う
文
献の
略
称は
前
記
森一
九
八一
d

末
尾
(
四一
|

四二
頁)
「
参
考文
献」
の
略
称に
よ
る 。
文
中
ただ
頁
数
を

示
す
場
合
は
森一
九
八一
d
を
指す
もの
と
す
る 。

森
氏
は
有
坂
秀
世
氏の
「
倭品目
説」 、
す
な
わ
ち
万
葉
仮
名の
基
礎
と
な
る

漢
字の
音
は
直
接に
は
当
時の
倭
音つ
ま
り日
本
漢
字
音
で
ある
と
い
う
考え

の
論
拠
を
三
項に
ま
と
め
(三
O
頁
下
|=

二
頁
上) 、
そ
れ
ら
が
『日
本
書

紀』
α
群に
は
妥当せ
ぬ乙
と
を
述べ 、
「
原
音
説」
を
そζ
か
ら
展
開
す
る 。

その
第一
項
は 、
万
葉
仮
名で
日
本
語の
カ
行
音
節を
表わ
す
場
合 、
中
国
語

でな
いレ
仔を
声
母に
もつ
漢
字
(す
な
わ
ち
牙
音
字)
の
他に
bpL
を
もっ
字

(す
な
わ
ち
喉
音
字)
も
用い
る乙
と
で
あ
る 。
〈
表1
〉(三
二
頁)
は
『日

本
書
紀』
で
カ
行
音
節
を
表わ
すに
用い
ら
れ
た
漢
字を
牙
音
と
喉
音に
分
け

巻ど
との
分
布を
記
し 、
第一
項が
氏の
い
う
P
群
(巻一
|一

三 、
廿
二・

廿三)
に
は
妥
当す
る
がα
群
(巻一
四
|一

九 、
甘
四
|廿

七)
に
は
妥当

し
な
い乙
と 、
すな
わ
ちα
群
で
は
カ
行の
仮
名
と
し
て
喉
音
字が
用い
ら
れ



森博遥氏の日本書紀α群原音依拠説について

な
い
乙
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る。

森
氏
は
乙
の
事
実
を
解
釈
し
て
「
カ
行
に

喉
音
字
を
避
け
て
一

切
用
い
な
い
と
い
う
と
の
徹
底
さ
は、

α
群
の
仮
名
が
直

接
中
国
原
音
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
有
力
な
根
拠
と
な
り

ま
す。」
(
三
二
頁
上)

と
い
う。

し
か
し
ζ
の
事
実
は
森
氏
の
い
う
よ
う
に
喉

音
字
を
喉
音
字
で
あ
る
が
故
に
避
け
た
と
い
う、

音
声
上
の
理
由
に
よ
る
回
避

の
結
果
と
し
か
解
釈
で
き
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か。

少
く
と
も
森
氏
の
こ
れ
ま

で
の
論
考
に
よ
る
限
り、

音
声
と
は
無
関
係
の、

い
わ
ば
表
記
者
の
文
字
晴
好

の
相
違
に
よ
る
と
い
う
意
味
で、

偶
然
の
現
象
と
解
釈
す
る
余
地
の
あ
る
と
と

を
否
定
で
き
な
い、

乙
の
よ
う
に
私
は
考
え
る。

i

八
表
1
〉
に
つ
い
て
み
る
と、
AY
群
に
用
い
ら
れ
た
喉
音
字
は
「
詞」
(
カ

内コ
内4日)

・
「
河」
(
カ
1

)
・

「
胡」
(
コ
甲
3

)
・

「
許」
(
コ
乙

凶
)
・

「
虚
」
(
コ
乙

鈍)

で
あ
る
が、

乙
れ
ら
の
中
用
例
の
少
な
い
「
河」
「
胡」

に
つ
い
て
は
α

群
に

ほえ。

現
れ
な
い
の
は
偶
然
と
見
な
し
う
る
乙
と
に
異
論
は
な
い
で
あ

あ
っ。

そ
乙
で

問
題
を
「
詞」
「
許」
「
虚
」

三
字
が
何
故
α
群
に
現
わ
れ
な
い
か
と
い
う
と
と

に
絞
ろ
う。

森
一

九
七
七
b
す
な
わ
ち
「
《
日
本
書
紀
》
歌
謡
仮
名
分
布
表」

の
上
で
、

sa
群
で
の
用
例
が
叩
例
以
上
あ
り
α
群
で
の
用
例
が
ゼ
ロ
で
あ
る
文

字
を
試
み
に
拾
う
と、
と
れ
ら
三
字
以
外
に
次
の
三
ニ
字
を
数
え
る
の
で
あ
る
。

1
。

「
介」
「
カ
幻
)

2
1
瑳
」
(
サ
日)

3
「
移」
(
夕
刊崎)

4
。

「
僚」
(
ダ

*
 

日比
)

5
「
破」
(
ハ
臼)

6
「
榔」
(
ヤ
泊
)

7
「
榔
」
(
ヤ
お)

8
「
濯
」

(-
7
m
)

9

「
蓄」
(
キ
甲

お)

印
。

「
官製」
(
ギ
甲

臼)

日
「
管」
(
ヒ
甲

臼
)

-aT
 

U
「
異
」
(
イ
路)

日
「
僻」
(
シ
必
)

U
「
耳」
(ニ
創
)

日

「
句」
(
ク

*
 

日)

日
「
直
」
(
夕
刊悩
)

げ
「
勾」
(
ク
M)

路
「
輸」
(
ス
臼)

刊日
本「

蒐」

(
ツ
臼
)

加
率

「
赴
」
(
フ
U
)

幻

「
由
」
(
ユ
臼
)

詑

「
幣
」
(
へ
甲
叩
)

幻

「
勢
」
(
セ
日
)

但

「
亘
」
(
テ
日
)

お

「
茂
」
(
モ
ω
)

お

「
毛
」
(
モ
部
)

。
*

幻

「
望」
(
モ
お
)

mA
「
鳩」
(
ヲ
お
)

却
「
苔
」
(
ト
乙
お
)

鈎

「
廼」
(
ノ

乙
辺
)

幻

「
珠」
(
ヨ
乙
却)

沼

「
呂」
(
ロ
乙
辺
)

右
に
挙
げ
た
漢
字
の
中
に
は、

森
氏
の
立
場
か
ら
み
て
α
群
に
お
け
る
そ
の

不
使
用
を
説
明
で
き
る
筈
の
も
の
が
あ
る。

。

印
-
e

印
を
附
け
た
漢
字
が
そ

れ
で
あ
る。

。
印
は
韻
母
の
原立
目
が
日
本
語
の
母
音
と
合
わ
な
か
っ
た
と
説
明

で
き
る
も
の
、

例
え
ば
1
「
介」

は
韻
母
が
剖
(
又
は
引)

の
如
き
二
重
母
音

で
あ
っ
た
た
め
日
本
語
の
h
を
表
わ
す
に
不
適
当
で
あ
っ
た
と
い
う
乙
と
が
で

き
る。
会辱

印
は
声
母
の
原
音
が
日
本
語
の
子
音
と
合
わ
な
か
っ
た
と
説
明
で
き

る
も
の、

M
「
耳」

を
除
い
て
す
べ
て
声
母
が
次
清
音
(
無
声
有
気
音)

で
あ

っ
た
た
め
α
群
で
は
そ
の
使
用
が
回
避
さ
れ
た
と
森
氏
が
解
す
る
も
の
で
あ
る

(
本
稿

コ
こ

参
照
。)
「
耳
」

の
不
使
用
は
臼
母
の
非
鼻
音
化
を
反
映
す
る
と

森
氏
は
説
明
す
る
(
一

九
七
七
a
、

三
七
頁
下
|
三
八
頁
上)
。

ζ
れ
ら
の
説

明
に
対
す
る
賛
否
は
関
わ
ず、

森
氏
の
意
見
に
沿
っ
て
乙
れ
ら
を
す
べ
て
右
の

リ
ス
ト
か
ら
外
す
と
し
て
も、

な
お
二
O
字
が
残
る
の
で
あ
り、

そ
れ
ら
が
α

群
に
用
い
ら
れ
な
い
の
は
音
声
と
は
別
の
表
記
者
の
晴
好
に
よ
る
選
択
の
結
果・

と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い。

と
す
れ
ば
「
詞」
「
許」
「
虚
」

三
字
の
不
使
用
も
ま

た
同
様
の
原
因
に
よ
る
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
し
が
た
い
で
あ
ろ
う。

ζ
の
ニ
O
字
の
中
に
は、

森
氏
が
「
原
音
説」

に
よ
っ
て
α
群
で
の
不
使
用

を
説
明
で
き
る
と
考
え
て
お
ら
れ
る
も
の
が
な
お
若
干
は
あ
る
か
と
思
わ
れ

る。

ま
た
字
形
か
ら
み
て
、

6
「
榔」

や
8
「
還」

等
の
不
使
用
は
乙
と
さ
ら

に
偏
努
を
加
え
た
複
雑
な
字
形
を
α
群
の
表
記
者
が
嫌
っ
た
た
め
と
解
し
う
る

が、
「
詞」

は
と
も
あ
れ
「
許」
「
虚
」

に
つ
い
て
は
乙
の
穏
の
理
由
は
考
え
ら

れ
な
い、

と
森
氏
は
い
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い。

し
か
し
ζ
れ
ら
に
該
当
す
る

も
の
を
更
に
二
O
字
の
中
か
ら
外
す
と
し
て
も、

前
記
三
字
の
不
使
用
が
偶
然

で
あ
る
可
能
性
を
排
除
で
き
る
ま
で
に
そ
の
数
を
減
じ
う
る
か
ど
う
か、

ま
し

て
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
、

次
清
音
字
の
不
使
用
が
音
声
上
の
理
由
に
よ
る
と

19 



の
森
氏の
解
釈に
は
な
お
疑
問が
ある 。

森
氏
が
ま
と
め
た
有
坂
氏
「
倭
音
説」
の
第二
の
論
拠
は 、
カ・
サ・
タ・

ハ
各
行の
音
節
を
表
わ
すの
に
無
声
無
気の
全
清
音
字の
他に
無
声有
気の
次

清
音
字
を
用い
る乙
と
で
ある
(一一
二
瓦
上) 。
「
倭
音
説」
の
論
拠の一
つ
と

し
てと
れ
を
挙
げ
る
の
が
果
し
て
有
坂
氏の
真
意を
得て
い
る
か
ど
う
か 、
多

少
議
論
を
要
する
と
思-つが
い
まこ
の
点に
は
立
入
らぬ乙
とと
す
る 。
と
も

あ
れ
森
氏
は
『日
本
書
紀』
歌
謡
で
カ
行以
外の
音
節に
用い
ら
れ
た
二ニ
字

種 、
のベ一
五
六
例
を
数え
る
次
清
音
字
が
僅か一
例
を
除き
すべ
て
β・
群の

み
に
分
布
す
る
状
況を
〈
表2
V(三
三
頁)
に
示
し 、
次
清
音
字の
β・
群へ

の
偏
在
は
偶
然
と
は
恩
わ
れ
ず 、
α
群の
表
記
者
が
次
清
音
字の
使
用
を
避
け

た
と
解
釈
すべ
き
だ
と
述べ
て
い
る
(三
ニ
頁
下) 。
乙
の
面か
ら
も
「
倭
音

説」
は
成
り
立
ち
が
た
い
と
主
張
す
るの
で
ある 。

α
群に
お
い
て
次
術品目
字が
次
清
音
字で
ある
故に
避
けて
用い
ら
れ
な
か

っ
た
と
の
み
断じ
うる
で
あ
ろ
う
か 。
〈
表2
V
に
み
え
る
十
三
字
種の
次
清

音
字の
中で
用
例の
最
も
多い
の
は
「
菟」
(ツ
日)
で
ある 。
「ツ」
を
表
わ

すの
にα
群で
は
「
都」
を
主に
用い
P
群で
は
「
菟」 、
そ
れに
次い
で
は

注4

「
都」
を
多
く
用い
る 。
漢阜日
系
字
音に
は
「ツ」
が
な
い
た
め 、
と
こ
で
は

巳
む
な
く

呉
音
系
字
音に
よっ
て乙
れ
ら
模
韻
字
を
用い
た
と
私
に
は
解さ
れ

る
が 、
「
都」
が
推
古
朝
以
来
「ツ」
の
常
用
仮
名で
ある
に
対し 、
「
蒐」
は

注5

『日
本
書
紀』
の
他に
は
用い
ら
れ
るこ
と
の
少な
い
字で
ある 。
つ
ま
り
p

群
が
「
菟」
を
多
用
する乙
と
の
方に
特
異さ
が
あ
り 、
α
群
が
そ
れ
を
用い

な
い
の
は
当
時の一
般
的
な
習
慣に
し
た
がっ
た
ま
で
のと
と
で
ある 。
と
れ

は
「
倭
音
説」
の
立
場か
らの
解
釈で
ある
が 、
「
原
音
説」
の
立
場
か
ら
み

て
も 、
α
群の
表
記
者
が
「
蒐」
を
採
ら
ず
「
都」
を
採っ
た
の
が
晴
好の
差

に
よ
る
もの
で
な
い
と
言え
る
だ
ろ
うか 。
「
都」
は
8・
群で
も
お
例
用い
ら

れて
い
る
が
すべ
て
巻二・
三・
廿二
に
偏
在し
て
お
り 、
乙
の
中日
例
を
占

め
る
巻
三
で
は
「
菟」
は
逆に1
例し
か
用い
ら
れ
ず 、
而か
も
「
都」
と
は

用い
ら
れ
る
歌
認を
異に
し
て
い
る 。
ζ
れ
は
森
氏の
立
場か
ら
も
晴
好の
差

に
よ
る
と
解せ
ざ
る
を
得な
い
で
あ
ろ
う 。
と
す
れ
ばα
群
と
戸
群の
間に
も

同
様の乙
と
が
ある
可
能
性
を
否定で
き
な
い
の
で
は
な
い
か 。

「
蒐」
に
次い
で
用
例の
多い
次
清
音
字
は
「
破」
(ハ
臼)
で
ある 。
と
の

他に
「ハ」
の
仮
名と
し
て
F
群で
多
用
さ
れる
の
は
「
波」
(臼)・「
播」

(U) 、
α
群で
「ハ」
の
仮
名
に
多
用
さ
れ
る
の
は
「
播」
(お)・「
波」

(げ)・「
婆」
(臼)
で
あ
る 。
とと
ろ
で
P
群の
巻二
に
お
い
て
は 、
「ハ」

の
仮
名と
し
て
「
播」
が叩
例 、
「
波」
「
婆」
が
各1
例
用い
ら
れ 、「
破」
は

全
く
用い
ら
れて
い
な
い 。
乙
れ
は
巻二
の
表
記
者の
晴
好
が乙
の
点に
関し

て
β'
群
他
巻の
表
記
者と
異っ
た
た
め
と
解
さ
れ
る
で
あ
ろう 。
と
す
れ
ば 、

α
群で
「
破」
が
用い
ら
れぬ
乙
と
も 、
そ
の
表
記
者
が
巻ニ
の
表
記
者と
同

様の
晴
好
を
有
し
た
た
め
と
みて
済むの
で
は
な
い
だ
ろ
うか 。

次
ぎに
用
例の
多い
次
清
音
字は
「
赴」
(日)
で
あ
る
が 、
巻一
一
に
お

ける
用
例
がと
の
中日
例
を
占め
る 。
と
れ
は
表
記
者の
好み
に
よ
る
偏
在
と

み
る
他
ある
まい 。
面
白い
と
と
に
巻一
一
で
は
次
清
音
字を
用い
る
比
率が

他
巻
に
比べ
著し
く

高い 。
「フ」
に
すべ
て
「
赴」
を
用い
る
他 、
「サ」
四

例
中
「
廷」
「
瑳」
が9
例
を
占め 、
「ハ」
必
例
中
「
破」
がお
例
を
占
め 、

「ヒ甲」
m
例
中
「
醤」
が5
例
を
占め
る 。
森
氏
に
あっ
て
もζ
れ
は
偶
然

の乙
と
と
い
う
他な
い
で
あ
ろう 。

次い
で
用
例の
多い
「
瑳」
(サ日)
は
巻三・一
一
・一

三
に
の
み
用い

ら
れ 、
そ
の
中8
例
を
占め
る
巻一一
で
も
そ
の
用
例
は
五
六
番
歌
謡
まで
に
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限
ら
れ
て
い
る
(五
七
番
以
後は
「佐」
を
用い
る) 。
そ
れに
次
ぐ
「
醤」

(ヒ甲9)
も
巻一
一
の
他
は
諸
巻
に1
例
ずつ
散
発
的に
現
わ
れ
る
に
過
ぎ

な
い 。
と
れ
らを
用い
な
い
P
群
中の
巻
につ
い
て
そ
の
不
使
用
を
好みの
差

に
帰
する
他な
い
と
す
れ
ば 、
α
群
に
つ
い
て
も
同じ
見
方が
可
能で
あ
ろ

.
つ 。

森博逮氏の日本書紀α群原音依拠説について

以
上
に
取
り
あ
げ
た
他の
〈
表2
V
所
掲の
次
清
音
字
は 、
い
ず
れ
も1
例

な
い
し3
例の
用
例
し
か
な
く 、
そ
れ
ら
がα
群に
現
わ
れ
な
い乙
と
を
と
く

に
異
と
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う 。
か
つ
そ
れ
らの
中で
「
洋」
(ハ)
は

桓
韻
字 、
「
滞」
(へ
乙)
は
泰
韻
字 、
「
資」
(ホ)
は
微
韻
字
で
あっ
て 、
そ

れ
ら
がα
群に
用い
ら
れ
な
い
乙
と
は
韻
母
が
合わ
な
かっ
た
た
め
と
し
て

「
原
音
説」
の
立
場か
ら
も
既
に
説
明で
き
る
もの
で
ある
(「倭
音
説」
か
ら

も
と
れ
は
説
明
で
き
る)

。

ま
た
「
太」
(
ダ)

は
全
濁
定
母
字
「
大
」

の
異
体

と
し
て
用い
ら
れて
い
る
の
で
あ
ろ
う 。

さ
て
〈
表2
V
に
み
ら
れる
次
清
音
字の
Ba
群へ
の
偏
在
が
音
声
上
の
理
由

に
よ
る
もの
と
前
提
する
森
氏の
立
場か
ら
は 、
上
代日
本
語に
お
ける
サ・

タ・
ハ
行の
子
音
が
無
声
無
気
音な
い
し
そ
れに
近
い
もの
で
あっ
た
と
推
定

さ
れ
る
か
と
予
想
さ
れ
る
が 、
森
氏
は
ζ
の
点
慎
重で
あ
り 、
「
上
代
日
本
語

に
お
け
る
破
裂・
破
擦
各
子
音の
有
気
要
素の
強
弱につ
い
て
は 、
ま
だ
明
ら

か
で
は
あ
り
ませ
ん 。」
(三
二
頁
下)
と
述べ
る
に
止っ
て
い
る 。
森
氏
が
慎

重
な
態
度
を
と
る
理
由の
第一
は 、
カ
行
音
節
を
表
わ
すに
はα
群に
も
次
清

音
字
が
用い
ら
れ
る
た
め
で
あ
ろ
う 。
森一
九八一
a
の
四
頁に
挙
げ
る「
可」

(
カ
1

)
・

「
企
」
(
キ
甲
6)
・

「
棄」
'(
キ
甲
1

)
・

「
啓」
(
ケ
甲
1

)
・

「
関
」
(
ケ

乙
5

)・「
憧」
(
ケ
乙
1)
・

「
凱」
(
ケ
乙
1)

が
そ
れに
あ
た
る 。
理
由の
第二

と
し
て
は 、
や
は
り
森一
九八一
a
四
頁に
「
当
時
すで
に
無
声
音
化
しつ
つ

あっ
た
中
古
金
濁
声
母
も 、
カ・
サ・
タ・
ハ
各
行に
用い
ら
れて
い
る
が 、

乙
れ
ら
中
古
全
濁
声
母の
唐
代
北
方に
お
ける
気
音の
強
弱な
ど
の
詳し
い
状

況
は
明
らか
で
な
い
よ
と
ある
の
か
ら
察せ
ら
れ
る
よ
う
に 、
若し
上
代
日

本
語の
清
子
音が
無
気品目
的で
あっ
た
故にα
群で
は
次
清
音
字の
使
用
が
避

け
ら
れ
た
と
する
な
ら
ば 、
当
時
中
国
北
方に
お
け
る
全
濁
音の
音
価
も
また

同
様に
無
気
音
的で
あっ
た
と
考え
ね
ば
な
ら
な
い 、
し
か
し
そ乙
まで
の
推

定
は
敢
えて
しか
ね
る 、
乙
の
よ
うな
顧
慮が
ある
と
恩
わ
れ
る 。
と
れ
ら
は

当
然の
顧
慮で
ある
が 、
そ
の
結
果
と
し
て 、
森
氏
は
次
清
音
字の
偏
在
を
説

明
す
る
の
に
「α
群の
表
記
者
が 、
中
国
原
音に
お
ける
全
清
音と
次
清
音の

区
別
を
意
識し
て
お
り 、
カ
行以
外の
音
節に
次
清
音の
漢
字の
使
用
を
避
け

た
もの
と
解
釈
すべ
き
で
しょ
う 。」
(三二
頁
下)
と
「
原
音
説」
本
来の
主

旨か
ら
は
い
さ
さ
か
後
退
し
た
と
み
え
る
表
現を
と
る
乙
と
に
なっ
た 。
「
区

別
を
意
識
する」
乙
と
と
「
次
清
音の
漢
字の
使
用を
避
ける」
乙
と
と
の
聞

に
は 、
森
氏
が
上
代
日
本
語の
清
音の
出
気
性
如
何につ
い
て
判
断を
保
留
す

る
以
上 、
ど
の
よ
うなつ
な
が
り
が
あっ
た
と
考え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
うか 。

回

森
氏
が
ま
と
め
た
「
倭
音
説」
第三
の
論
拠
は 、
万
葉
仮
名
が
ア
列
音
節を

表わ
すの
に
主
母
音
ヤロ〕
を
もっ
歌
韻に
属
する
漢
字と
主
母
音〔・白〕
を
も

っ
麻
韻に
属
する
漢
字と
を
混
用
す
る乙
とで
ある
(一一
二
頁
上) 。
し
か
し

と
の
点
を
有
坂
氏
が
「
倭音
説」
の
論
拠と
真に
考えて
い
た
か 、
疑
わ
し
い

と
私
は
思
う 。
何
故な
ら
ば乙
の
事
実は
「
原
音
説」
的な
立
場か
ら
も
(日

本
語
ア
列
音
節
の
母
音
音
価
が
中
国
語
歌
韻
・

麻
韻
の
主
母
車自
由日
価
の
中
間
に

あっ
た
た
め
と
し
て)
充
分
説
明の
で
き
る乙
と
で
あ
り 、
有
坂
氏
が
そ
れ
を

知
らぬ
筈
は
な
い 。
有
坂
氏
は一
九五
五
(一
九一
1l一

九
二
頁)
に
お
い

て 、
万
葉
仮
名
が
倭非自に
基づ
くこ
と
の
結
果
と
して 、
森
氏
が
ま
と
め
た
三

21 



。 苦手 (巻1-13・22-23の歌謡) ア 列

ァ|ヵ|ガ|サ|ザ| タ |ダ|ナ|ハ |パ171ャ|ラ|ヮ|韻 類|音価
四 五 五 歌関ー

71 46 67 64 112・2 7 87 72 
-a 

四
文合ー -ua 131 30 80 50 

四 -la 3 85 麻開三

一
1 2 6 麻関ニ -a 

一 一
3 1 12・2 27 蔚関ー -a!) 

一
1 鐸関ー -ak 

40 文開三 ーIQ

1 元合三 -YAn 

情開ー -A1 

2 泰関一 -a1 

27 皆関ニ -Tl1 

1 支合B -Ye 

3 IID関三 -IQ!) 

3 桓合ー -uan 

3 

森1981 a く表1>左半
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森博達氏の日本書紀α1洋原音依拠説について

項
目
に
含
ま
れ
る
諸
事
実を
挙
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
か 。
逆
に
み
て
そ
れ
ら

の
中ど
れ
が
「
倭
音
説」
成
立の
関
鍵
と
な
る
もの
で
あ
り 、
ど
れ
が
単な
る

結
果
に
過
ぎ
な
い
もの
で
ある
の
か 、
有
坂
氏
は一
々
乙
と
わ
け
し
て
い
な

い 、
そ
の
辺
りのと
と
は
(
多
分
自
明の
と
と
と
し
て)
読
者の
理
解に
委ね

ら
れ
て
い
る 、
と
解
する
の
が
穏
当で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

と
も
あ
れ 、
と
の
い
わ
ゆる
第三
の
論
拠に
対
する
反
証と
し
て
森
氏
はα

群で
ア
列の
仮
名
に
用
い
ら
れ
た
漢
字の
中
古
音の
韻
類
分
布
を
八
表3
V

(三
四
頁)
に
示
し 、
そと
で
歌
韻
字
(及
び
そ
の
合口
簡で
あ
る
文
韻
字)

が
圧
倒
的に
多
く
用い
ら
れ 、
麻
韻
字
は
歌
文
韻
字
を
用い
る
に
適
さ
ぬ
と
言

え
る
場
合に
の
み
用い
ら
れて
い
る
と
述べ 、
と
れ
は
上
代ア
列
母
音の
性
格

が
非
前
舌で
あっ
た
と
と
に
よ
る
と
解
釈し
て
い
る
(三
ニ
頁下
|三

五
頁

上) 。
し
か
し
な
が
ら乙
の
八
表3
〉
を
もっ
てと
の
よ
うに
「
原
音
説」
の

論
拠
と
す
る乙
と
に
は
や
は
り
疑
問が
あ
る 。
乙
の
〈
表3
V
は
森一
九
八一

a
の
八
表I
V
(八
頁)
の
右
半
分
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り 、
そ
の
左
半
分
に

は
P
群
に
関
す
る
同
様の
統
計
数
値
が
示
さ
れ
て
い
る 。
い
ま
そ
れ
を
右
頁
に

掲
げ
さ
せ
て
貰
お
う 。
と
れ
を
〈
表3
V
と
比べ
る
な
ら
ば 、
両
群の
韻
類
分

布に
は
共通
面
が
意
外に
多い
の
に
気づ
く 。
す
な
わ
ち
「ア」
「ガ」
「サ」

「タ」
「
ナ」
「ハ」
「パ」
「ラ」
「ワ」
に
歌
文
韻
字
を
圧
倒
的に
多
く
用
い 、

「
ヤ」
に
は
麻
韻三
等
字
を
用い
る
点で
両
群の
状
況は
酷
似し 、
主
な
相
違

は
次の
三
点に
あ
る
と
いっ
て
よ
い 。

(一)
「カ」
にα
群
は
主
に
歌
韻
字
を
使
う
が 、
β・
群で
は
そ
の
他
に
文
韻

三
等
字
「
伽」・
皆
韻
字
「
介」
も
多
用
する 。

公
乙
「ダ」
に
α
群で
は
歌
韻
字
を
主に
使
う
が
P
群
は
唐
韻
字
「
僕」
を

多
く
用
い
る 。

(三)
「7」
に
α
群
は
文
韻
字
と
麻
韻二
等
字
を
多
く

使
う
が
F
群
は
文
韻

字の
他に
は
唐
韻
字
「
葬」
を
多
く
用い
る 。

「
倭
音
説」
の
立
場か
ら
み
る
と 、
(
二
に
関し
てα
韻
が
「
伽」
を
用い

な
い
の
は
表
記
者の
晴
好と
み
れ
ば
よ
い 。
推
古
朝
遺
文・『
古
事
記』・『
万

葉
集』
に
も
「
伽」
は
用い
ら
れて
い
ない 。
ま
たα
群で
「
介」
を
用い
な

い
の
は 、
そ
の
漢
音
「
カ
イ」
の
「イ」
を
略し
て
「カ」
に
充て
る
略
音
仮

名の
用
法
をα
群の
表
記
者
が
嫌っ
た
た
め
で
あ
ろ
う 。
会
己
に
関
して
も
唐

韻
字の
倭
音の
尾
音
を
略
する
略
音
仮
名
をα
群の
表
記
者
が
嫌っ
た
と
み
れ

ば
よ
い 。
単に
字
形
か
ら
み
て
も
「
償」
の
如き
隠
僻
字
が
用い
ら
れぬ
の
は

異
と
する
に
足
りな
い 。
(三)
に
関し
て
も 、
α
群
が
「
葬」
を
用
い
な
い

の
は
や
は
り
略
音
仮
名を
避
け
た
と
み
れ
ば
よ
い 。
〈
表I
V
に
お
い
て
泰
韻

(
泰
関
二
以
下の
諸
韻に
韻
母
が
分
布
する
の
は
8'
群の
み
で
あ
る
乙
と
に

関
し

て
も 、
そ
れ
ら
の
殆
ど
が
有
韻
尾
韻で
あ
る乙
と
を
み
れ
ば 、
α
群の
表

記
者
が
略立回
仮
名
を
避
け
た
と
解
釈
す
れ
ば
済
む
と
と
で
あ
る 。
と
の
よ
う

に 、
八
表I
〉に
お
ける
両
群の
相
違
点は
「
倭
音
説」
の
立
場
か
ら
も
容
易

に
説
明で
き
る
の
で
あ
る 。

そ
れ
で
は
両
群
と
も
に一
般に
歌
文
韻
字
を
多
く
用い
て
麻
韻
字
を
用い
る

と
と
が
少な
い
理
由
を
「
倭
音
説」
は
ど
う
説
明
する
で
あ
ろ
うか 。
乙
れ
は

別に
難
事で
は
な
い 。
麻
韻
関口
二
等の
呉点目が一
般にエ
列
音で
あると
と

を
思
え
ば
よ
い 。
そ乙
で
例
え
ば
「カ」
に
「
家」
を
用い
「ガ」
に
「
牙」

を
用い
る
な
ら
ば 、
乙
れ
ら
常
用
字に
浸
透し
て
い
た
呉
音
読
み
(並
び
に
そ

れ
に
基づ
く

音
仮
名
用
法)
の
た
め 、
各々
「
ケ甲」
「
ゲ甲」
に
誤
読
さ
れる

注6

倶
れ
が大
き
い 、
乙
の
点を
両
群の
表記
者は
と
も
に
顧
慮し
たの
で
ある 。

(
現
に
「
家
」

は
α
群
に
一

例
の
み
だ
が
「
ケ
甲」

に
用
い
ら
れ
て
い
る)

。

同

じ
く
麻
韻二
等
字で
も
「
麻」
は
推
古
朝
遺
文以
来
「7」
に
用
い
ら
れ
て

「メ甲」
に
用
い
ら

れるζ
と
が
な
かっ
た
の
で 、
両
群の
表
記
者と
も
そ
れ
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を
「マ」
に
用
い
る乙
と
がで
き
た
の
で
あ
る 。
「7」
に
用い
ら
れ
た
麻
韻

二
等
字
は
「
馬」
1

例
を
除
き
すべ
て
「
麻」
の
用
例で
あ
る 。
「サ」
「ラ」

等の
よ
う
に
そ
の
音
節
を
倭
音
(
漢
音
系)
と
す
る
適
当な
字
が
麻
韻に
な
い

場
合 、
歌
文
韻
字の
み
が
用い
ら
れる
の
は
当
然
で
ある 。

乙
の
よ
う
に
八
表3
V
に
あ
ら
わ
れ
たα
群の
韻
類
分
布
は
「
倭
音
説」
の

立
場か
ら
も
容
易に
説
明さ
れ 、
かっ
と
の
方が
P
群の
韻
類
分
布
と
の
類
似

を
も
説
明で
き
る
点で 、
「
原
音
説」
に
よ
る
説
明に
優る
と
言え
よ
う 。

五

以
上 、
森
氏
が
「
倭
音
説」
の
論
拠
と
み
る
三
点に
対
す
る
森
氏の
反
証
を

吟
味
検
討
し 、
森
氏の
挙
げ
る
事
実が
「
原
音
説」
に
よ
る
解
釈の
み
を
許
す

もの
で
な
く 、
「
倭
音
説」
の
立
場か
ら
も
充
分
に
解
釈で
き
ると
と 、
か
っ

「
原
音
説」
に
よ
る
解
釈そ
れ
自
身に
も
な
お
弱
点の
あると
と
を
述べ
て
き

た 。
私の
み
る
とこ
ろ
森
氏
は
「
倭
音
説」
を
排
除し
得て
お
ら
ず 、
そ
の
意

味で
未
だ
「
倭
音
説
を
克
服」
して
い
な
い
よ
う
で
ある 。
α
群
も
戸
群
も
当

時の
日
本
漢
字
音の
状
況
を
ふ
ま
え
る
点で
は
同
様で
あ
り 、
た
だα
鮮
は
β'

群に
比べ
て
漢
音
とい
う
単一
の
字
音
体
系に
依
拠し
よ
う
と
する
志
向
が一

層つ
よ
く 、
ま
た
略
音
仮
名
を
避
ける
志
向
が
つ
よ
い
等 、
「
倭
音」
に
対
す

る
態
度に
若
干の
差
が
ある
の
で
は
な
い
か 。
両
群の
仮
名にζ
の
よ
う
な
差

異の
あ
る乙
と
を
教え
る
点で 、
森
氏の
示さ
れ
る
諸
種の
統
計
表
は
有
益で

あ
る 。前

記三つ
の
論
点に
関
する
もの
の
他に
も 、
森
氏
はα
群の
仮
名に
み
ら

れる
種々
の品目
的
特
徴
を
挙
げて 、
「
原
音
説」
の
観
点か
ら
解
釈を
述
べ
て

い
る
が 、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
「
倭
音
説」
か
ら
も
解
釈
で
き
る
もの
で
あ

る 。
た
と
え
ばα
群で
支
韻B
類
字
「
蟻」
が
「ギ甲」
に
用い
ら
れ
る
の
に

つ
い
て
は
(三
七
頁
下
|三

八
頁
上) 、
「
蟻」
に
「
ギ甲」
の
音
が
当
時
あっ

た
と
仮
定して
も
よ
い
で
あ
ろ
う 。
すな
わ
ち 、
支
脂
韻B
類
字
は
主
母
音が

前
舌
性で
ある
た
め
イ
列の
甲
類
音
節
と乙
類
音
節
との
中
間
的
印
象
を
日
本

人
に
与え
る
点
が
あ
り 、
乙
と
に
声
母
が
鼻
音の
場合に
は 、
声
母の
口
蓋
化

(A
類)・
非
口
蓋
化(B
類)
の
音
色の
差
異
が
鼻
音
性に
よ
り
減
殺
さ
れる

の
で 、
甲
類の
倭
音
が
附け
ら
れる
可
能
性
が一
層
あっ
た
と
言え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
うか 。
な
お
森
氏
は
「キ乙」
「ギ乙」
を
表
わ
すにα
群で
は
支
脂

韻B
類
字
を
用い
ず
之
韻
字
を
用い
るζ
と
を
重
視
する
が
(三
七
頁
上
|三

八
頁
上) 、
そと
に
支
脂
韻B
類
字
が
現
わ
れ
な
い
の
は
P
群
も
同じ
で
あっ

て 、
た
だ
β'
群で
は
キ乙
に
対し
之
韻
字の
他に
微
韻
字
を
混
用
する
点
が
違

注7

う
に
過
ぎ
な
い 。

一
九
八一
d
で
は
論及さ
れて
い
ない
が 、
会
濁
音
字
と
く
に
定
母
字の
用

法につ
い
て 、
森
氏
が乙
れ
まで
に
述べ
た
説
明に
は
疑
問が
あ
る 。
森
氏
は

一
九七
七a
〈
表立
〉(三
四
頁
|=一

五
頁)
に
『日
本
書
紀』
に
音
仮
名
と

して
用い
ら
れ
た
全
濁
音
字の
巻
別
分
布
を
示
し 、
α
群に
現
わ
れる
全
濁
音

字
六
字
程の
中「
父」
「政」
「
盤」
の
三
字
穏
は
各一
例の
用
例
し
か
な
く 、

残る
三
字
種
コ豆」
(ヅ
7)・「

逗」
(ヅ
6)・「
提」
(デ
5)
は
す
べ
て
定

母
字で
ある
と
指
摘
し
た
(一
九七
七
a 、
三
五
頁
下
|三

六
頁
上) 。
そ
し

て
羅
常
培『
唐五
代
西北
方
音』
で
扱
わ
れ
た
漢蔵
対
音
資
料の
中
「
大
乗
中

宗
見解」
に
お
い
て
全
濁
音が一
般に
無
声
音に
写さ
れる
中で
定
母ι
の
灰

声の
み
は
依
然
有
声
音に
写さ
れて
い
る
の
に
拠っ
て 、
定
母に
お
い
て
最
も

全
濁
音の
無
声
音
化
が
遅
れて
い
た
方
音の
存
在
を
想
定し 、
乙
れ
ら
定
母
字

の
濁
音
仮
名
と
し
て
の
使
用
を
説
明し
た
こ
九
七
七a 、
三
六
頁
上) 。
し

か
し 、
定
母
字
は一
方に
お
い
て
清
音で
ある
タ
行
音
節
の
仮
名 、
と
く
に

「タ」
「ト甲」
「ト乙」
の
仮
名
と
してα
群で
も
頻
用
さ
れて
い
る 。
森
氏
も
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恐
ら
くと
の
点を
気に
し
た
の
で
あ
ろ
う 、
右の
説
明につ
づ
けて
次の
よ
う

に
述べ
て
い
る 。

「
無
声
音
化の
最
も
遅
れ
た
八
定〉
母に
も 、
当
然
ある
程
度の

グ
動
揺d

が
あっ
た
も
の
と 、
私は
推
測して
い
る 。
そ
の
グ

動
揺d
が 、
と
れ
ら
三{子

種
に
お
ける
各一
例
ずつ
の
清
濁
異
例の
音
節の
存
在
を
許
して
い
る
の
で
あ

ろ
う 。
ま
た 、

μ
清
音
仮
名。
と
看
な
さ
れ
て
い
る
〈
定〉
母
字・
九
字
穫の

中に
も 、
清
濁
異
例の
音
節
が
少な
か
ら
ず
存
する
理
由の一
つ
は
そこ
に
あ

る
と
考え
る
(
八
表α
〉の
タ
行
参
照) 0」

同
論
文の
八
表α
〉
につ
い
て
み
る
と 、
タ
行の
仮
名に
お
ける
清
濁
異
例

は
定
母
字だ
けで
は
な
く
全
清
音の
端
母
字に
も
あ
る 。
た
と
え
ば
「
タ」
の

仮
名に
お
ける
清
濁
異
例
は
定
母
字
「
随」
「
栂」
に
各2
例 、
端
母
字
「
多」

に4
例
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら 、
乙
れ
らの
清
濁
異
例
を
定
母
字の
原
音の

動
揺に
回帰
する
の
は
問
題で
ある 。
右
引
の
文
中で
「
理
由
の一
つ」
とと
と

わっ
た
の
は
と
の
点を
顧
慮し
た
表
現か
も
知
れ
な
い
が 、
い
ず
れに
せ
よ
森

氏
は
清
濁
異
例
が
端
母
字に
も
定
母
字と
同じ
程
度に
伴な
う乙
と
を
説
明し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

ま
た
全
濁
音
||

少
く
と
も
定
母
ーーが

未
だ
半有
声
音の
状
態に
あっ
た

と
仮
定
する
と
き 、
次
清
音
字
回
避
と
の
関
連で
次の
よ
うな
問
題が
「
原
音

説」
に
は
生
ずる
で
あ
ろ
う 。
すな
わ
ち 、
α
群の
表
記
者
が
日
本
語の
清
音

音
節
を
表
わ
すの
に
次
清志田
字の
使
用
を
避
け
よ
う
と
する
程に
音
声に
対
し

敏
感で
あっ
た
の
な
ら
ば 、
同
じ
く

清
音
音
節
を
表
わ
すの
に
半
有
声
音で
あ

る
全
濁
音
(
定
母)
字の
使
用
は
何
故
避
け
な
かっ
た
の
で
あ
ろ
うか 。
因
み

に
「
倭
音
説」
の
立
場か
らα
群
に
お
け
る乙
れ
ら
全
濁
音
(
定
母)
字の
用

法
を
説
明
する
の
は
容
易で
ある 。
つ
ま
り
全
濁
音
字
は
漢
音
系
字出自に
基づ

い
て
清
音
仮
名に
用い
ら
れ
る
の
が
通
例で
あっ
た
が 、
漢立日
系
字
音に
よっ

て
は
表
わ
し
に
くい
「
ヅ」
「デ」
等の
場
合に
は 、
呉
音
系
字耳目に
よ
り
全

濁
音
字
を
そ
れに
充て
た
の
で
あ
る 、
と 。
「デ」
は
泥
母
字の
漢
音に
よっ

て
も
表わ
し
うる
が 、
泥
母
字
は
「
ネ」
に
も
用い
ら
れる
の
で
暖
昧さ
が
伴

な
う 。
乙
の
よ
うに
呉
音
系
字
音に
よっ
て
音
仮
名
を
択ぶ
場
合 、
呉
音よ
み

に
よ
る
使
用の
習
慣
(
音
仮
名と
し
て 、
或は
字
音
語
と
し
て)
が
当
時の
社

会に
既
に
定
着して
新
来の
漢品目よ
み
に
染
ま
りに
くかっ
た
文
字
を
択ん
で

用い
る
傾
向がα
群-
P
群
と
もにつ
ょ
い
と
言
える
の
で
は
ない
か 。
当
時

コ豆」
「
提」
は
各々
「ヅ」
「
デ」
の
常
用
仮
名で
あ
り 、
「
逗」
は
「一豆」
へ

の
類
推
か
ら
や
は
り
「ヅ」
と
読む
習
慣がつ
よ
かっ
た
の
で
あ
ろ
う 。
鼻
音

声
母
字の
用
法に
つ
い
て
も 、
た
と
え
ば
「
麻」
が
両
群
を
通
じ
もっ
ぱ
ら

「7」
に
用い
ら
れて
「パ」
に
用い
ら
れな
い
の
は 、
や
は
り
乙
の
観
点か

ら
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う 。

森
氏
が
牙
音
と
喉
音
との
区
別につ
きα
群で
はカ
行
音を
表わ
すの
に
喉

音
字
を
避
けて
用い
な
い
と
い
うと
き 、
我々
の
頭に
浮か
ぶ
の
は 、
そ
れ
で

は
サ
行
音
節の
場
合に
は
ど
う
なっ
て
い
る
の
か 、
と
い
うと
と
で
ある 。
す

な
わ
ち 、
例え
ば
上
代
日
本
語に
お
ける
「サ」
の
子
音が昨日ー
で
あっ
た
な

ら
ば 、
「
原
音
説」
の
立
場
か
ら
は
「サ」
の
仮
名
と
し
て
は
精
母昨日ー
な
ど

破
擦
音
声
母
を
もっ
字の
み
を
用い 、
心
母
?
の
字
は
用い
ない
筈で
あ
り 、

逆に
も
し
そ
れ
が
回ー
で
あっ
た
な
ら
ば 、
心
母の
字の
み
を
用い
る
筈だ
か

ら
で
あ
る 。
森
氏のこ
れ
まで
の
論
考でζ
の
点に
は
全
く
論及
が
ない 。
い

ま
「
サ」
の
場
合につ
い
て
み
る
と 、
α
群で
は
精
母
字三
字
種日
例 、
心
母

{子一
字
種9
例
が
用い
ら
れて
い
る 。
恐
ら
く
森
氏
は
当
時「サ」
の
子
音
は

破
裂
要
素の
弱い
破
擦
音で
あっ
た
か 、
ある
い
は
破
擦
音と
摩
擦
音と
の
間

を
動
揺して
い
た
と
仮
定
すると
と
に
よっ
て 、
乙
の
状
況を
説
明
する
の
で

あ
ろ
う 。
と
す
れ
ば
森
氏はこ
の
よ
うな
仮
定を
サ
行の
各
音
節につ
い
て
明
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示
し
て 、
「
原
音
説」
が
如
何な
る
条
件の
上
に
成
立つ
か
を
読
者に
教
え
る

必
要が
あ
ろ
う 。

--'­
ノ、

私
は乙
の
小
論で
森
氏の
「
原
音
説」
が
成
り
立
ち
が
た
い
論で
あ
るこ
と

を
論
証し
よ
うと
し
た
の
で
は
な
い 。
森
氏
が乙
れ
ま
で
に
述べ
た
か
ぎ
りで

の
「
原
音
説」
に
対し
て
私
が
抱
く

疑
問を
率
直に
提
示し
た
まで
で
あ
る 。

若
し
と
れ
らの
疑
問が
私の
誤
解に
出
る
も
の
で
な
く「

原
音
説」
の
論
証
自

身の
不
備に
基づ
く
もの
で
果
し
て
あ
る
な
ら
ば 、
森
氏
が
今
後の
論
考で
そ

の
不
備
を
補
わ
れ 、「
原
音
説」
を
よ
り
説
得
力
あ
る
もの
と
さ
れ
る
よ
う
期
待

し
て
い
る 。
そ
の
他
細か
い
論
点で
も
森氏の
説
明に
は
従い
が
た
く

思
う
部

分
が
あ
る
が 、
緊
要に
関
わ
らぬ
もの
と
し
て一
々
そ
れに
触
れ
な
かっ
た 。

し
か
しと
れ
まで
の
私の
論
述
か
ら
察せ
ら
れ
る
よ
うに 、
私
自
身は
「
原

音
説」
の
先
行
き
に
相
当
な
不
安を
抱い
て
い
る 。
一
つ
の
解
釈と
し
て
「
原

音
説」
が
成
り
立つ
と
し
て
も 、
その
た
め
に
は
他に
支
持
する
託
拠の
な
い

仮
定
を
種々
設
け
ね
ば
な
ら
ず 、
「
倭出自
説」
に
よ
る
解
釈
が
比
較
的
簡
明で

情
理に
近い
の
に
及
ば
な
い
の
で
は
な
い
か 。
こ
の
よ
うな
見
通
し
を
も
た
ざ

る
を
得な
い 。
但し
私
はα
群
全
体に
は
「
原
音
説」
が
妥当
せ
ぬ
場
合で
も

個
別の
歌
謡に
は
中
国
原
音に
よっ
て
表
記
す
る
漢
字
を
択ん
だ
と
い
い
う
る

もの
が
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
と
関心
う 。
乙
れ
は
β・
群につ
い
て
も
同
様

で
あ
る 。
森
氏
は
H
群
に
関し
て
「
漢
字
原
音に
基づ
く

仮
名
も
含
ま
れ
て
い

よ
う 。」
(一
九七
七
a、一二
八
頁
下)
と
述べ
て
い
る 。

私
はα
群に
も
「
倭出自
説」
が
妥当
する
と
の
見
方につ
よ
く

傾
くの
で
あ

る
が 、
『日
本
書
紀』
歌
謡の
用
字に
み
ら
れ
る
音
韻
的
特
質の
すべ
て
を「
倭

音
説」
の
立
場か
ら
説
明し
了そ
う
と
す
る
場
合 、
そ乙
に
は
な
お
考
うべ
き

点の
種々
あ
り
う
るこ
と
は
承
知し
て
い
る 。
し
か
し
そ
の
種の
問
題
はα
群

だ
けで
は
な
く
戸
群につ
い
て
も
基
本
的に
は
同じ
か
た
ちで
現
わ
れ
る
の
で

は
な
い
か 。
例
え
ばエ
列乙
類
音
節に
恰
韻
字・
灰
韻
字
を
用い
る
の
を
「
倭

音
説」
か
ら
如
何に
解
くか
とい
う乙
と
は 、
両
群に
関し
て
と
もに
問
題と

な
る
と乙
ろ
で
あ
ろ
う 。
と
れ
ら一
々
の
論
点につ
い
て
私
が
具
体
的な
答
え

を
用
意し
て
い
る
わ
けで
は
な
い 。
た
だ
大
野
透氏
が 、
少
く
と
も
奈
良
時
代

の
音
仮
名
は
漢
字
原
音の
正
し
い
知
識に
基づ
く
日
本
的
字
音に
依
拠
する
の

が
例で
あ
り 、
必ら
ずし
も
自
然な
和
音を
そ
の
ま
ま
用い
た
もの
で
な
い 、

注8

と
説か
れ
る
の
はと
の
よ
うな
問
題
を
考
え
る
よで
注
意
すべ
き一
つ
の
観
点

で
あ
ろ
う 。
『日
本
書
紀』
歌
謡の
表
記
者は
既
存
の
新
旧
倭
音を
利
用
する

と
同
時に 、
自
ら
も
漢
字
原
音に
基づ
い
て
倭
音を
創
出
し
て
い
る
と
い
う
側

面の
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
よ
う 。
い
ず
れに
せ
よ 、
森
氏の
「
原
音
依
拠

説」
が
契
機と
なっ
て 、
『日
本
書
紀』
歌
謡の
用
字
が
漢
字
原点目
と
の
関
係

に
おい
て一
層
深
く

考
察さ
れ
る
よ
うに
な
る乙
と
を
私
は
実っ
て
い
る 。
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l 

森
氏
は
と
の
点
を
更
に
説
明
し

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
(
一

九
七

七
a
、

ニ
O
頁
上)

。

α
群
の
筆
録
者
は 、

日
中
両
国
語
の
音
韻
体
系
の
相
違
に
注
意
し

つ

つ、

日
本
語
の
各
音
節
に
聴
覚
印
象
の
な
る
た
け
近
い
漢
字
原
音
(
唐
代

北
方
音)

の
音
節
を
選
び
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
を
よ
く

保
持
し

て
い
る
と

推
測
し
得
る

。

少
く
と
も 、

α
群
の
仮
名
(
音
訳
漢
字)

が
原
則
と
し

て

漢
字
原
音
(
唐
代
北
方
音)

に
装
づ
い
た
も
の
で
あ
る
乙
と
は
確
実
で
あ

。る

注
2

以
下
カ
ツ
コ
の
中
に
そ
の
漢
字
が
如
何
な
る
日

本
語
の
音
節
に
充
て
ら

れ
て
い
る
か
を
片
仮
名
で
示
し
、

そ
の
下
に
用
例
数
を
記
す 。



注
3

亀
井
一

九
五
四 、

六
八
頁
で
は
と
の
「
河
」

を
「
詞
」

の
枇
伝
と
み
て

い
る

。

注
4

『
日
本
書
紀
』

歌
謡
に
お
け
る
漢
字
の
使
用
状
況
を
両
群
別
に
見
る
た

め
に
は
森
一

九
七
七
b
、

お
よ
び
森
一

九
七
七
a
八
表
α
〉
〈
表
P
V

(
四
O
頁
|

四
六
頁 、

森
一

九
八
一
a
末
尾
に
も
一舟
録)

に
よ
る 。

前
者

で
は
巻
別 、

歌
謡
別
の
用
字
分
布
を
知
る
と
と
が
で
き
る

。

注
5

個
別
漢
字
の
万
葉
音
仮
名
と
し

て
の
一

般
的
使
用
状
況
は
大
野
透
『
新

訂
高
葉
仮
名
の
研
究
』
(
吉岡
山
本
居 、
一

九
七
七
年)

第
四
章
第
一

節
「
各

候
名
字
母
と
其
の
所
出
文
献
」
(
八
七
頁
|

一

三
四
頁)

、

同
第
二
節
「
常

用
主日
銀
名
・

準
常
用
音
仮
名
」
(
一

三
五
頁
|

一

九
六
頁)

に
就
い
て
調

べ
た

。

注6 
ζ
の
場
合
も

音
仮
名
と
し

て
の
採
用
に
表
記
者
の
好
み
が
か
か
わ
る
の

は
勿
論
で
あ
る 。

麻
韻
二
等
字
「
加
」

は
当
時
「
カ
」

の
常
用
仮
名
で
あ

っ
た
が
P

群
に
1
例
用
い
ら
れ
る
の
み
で
あ
る

。

因
み
に
森
氏
は
当
時
の
中
国
北
方
音
で
支
韻
が
脂
血凶
に
合
流
し

て
い
た

と
述
べ

(
三
七
頁
上
て

そ
の
根
拠
と
し

て
『
顔
氏
家
訓
』
「
音
辞
悶
」

の

記
載
を
挙
げ
た

他 、
「
平
山
一

九
七
五
(
一

五
八
t

一

六
O
頁)

も
『
史

記
正
義
』
「
論
音
例
」

な
ど
に
拠
っ

て、

両
韻
の
合
流
が
北
方
特
有
批
音

で
あ
り

つ
づ
け
た
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
。」

(
三
九
頁
下
|

四
O
頁
上 、

注
目
)

と
記
し

て
い
る

。

然
し
私
は
同
論
文
で
そ
れ
を
「
指
摘
」

し
た
の

で
は
な
い。
「
論
音
例
」

に
弁
別
が
難
か
し
い
も
の
と
し

て
挙
げ
ら
れ
た

字
対
の
中
に
支
韻
字
と
賄
(
之)

韻
字
の
ペ
ア
が
見
出
さ
れ
ぬ
こ
と
を
説

明
す
る
た
め
に、

と
の
よ
う
に
「
仮
定
」

し
て

、
「
一

解
」

と
し

て
「
論

苛
例
」

は
北
方
特
有
靴
音
を
挙
げ
る
の
を
偲
っ

た
の
だ
と
述
べ
た
の
で
あ

る
。

特
に
そ
の
一

五
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い。

森博i霊氏の日本書紀α群原音依拠説に ついて

注
7 

注
8

大
野
透
『
新
訂
高
菜
俵
名
の
研
究
』

二
一

頁 。

〔
附
記〕

森
博
逮
氏か
らの
来
信に
よ
れ
ば 、
森
氏
は
現
在
「
唐
代
北
方
音と
上
代日

本
語の
子
音
音
価」(
仮
題)
の
執
筆を
す
すめ
て
お
り 、
上
代日
本
語の
清
子

音の
気
音 、
サ
行
子
音の
音
価 、
清
濁
異
例の
説
明 、
全
濁
音
字の
用
法
等 、

本
稿で
も
と
り
上
げ
た
論
点につ
い
て
論
ず
る
と
の
ζ
と
で
あ
る 。
念の
た
め

申
添
え
る
と 、
先
日

面
隠の
際 、
と
の
中
気
音
性の
問
題 、
サ
行
子
音の
音
価

に
つ
い
て
は
森
氏の
見
解の一
端
を
伺
う乙
と
が
で
き
(
但し
私の
理
解し
た

限
りで
は
少
く
と
も
積
極
的に
賛
同で
き
る
もの
で
は
なかっ
た
て
そ
れ
ら

を
本
稿に
織
り
込
むと
と
も
考え
た
の
で
あ
る
が 、
や
は
り
森
氏
自
身が
詳し

く
述べ
ら
れ
る
の
を
倹つべ
き
で
あ
り
(論
文
を
準
備
中で
あ
ると
と
もこ
の

時
伺っ
た
て
かつ
森
氏
は一
九
八一
d
に
お
い
て
「
原
音
説」
を
既
に
完
結

し
証
明さ
れ
た
もの
と
見て
お
ら
れ
る
と
判
断し
て 、
森
氏
がこ
れ
まで
文
字

と
し
て
発
表さ
れ
た
もの
に
本
稿の
対
象を
限っ
た
の
で
あ
る 。
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